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広報部 9月 1 1日、久しぶりに思い出カフェを開催

しました。今回は鳥取・島根で活動されて

いる島田軽音倶楽部の皆さんをお招きして

利用者様、地域の皆様、職員の約２０名が

昔懐かしい歌、心に響く歌声を堪能しまし

た。歌はその当時の思い出と共に記憶に

残ります。その後のコーヒータイムでは

様々な思い出話に花が咲き笑顔溢れる会

となりました。今後も機会をみながら開催

出来ればと思います。

残暑お見舞い申し上げます。

以前は定期的に地域の方とご一緒に「思い出カフェ」を開催していましたがコロナ過、集う

事を中止していました。先日、草取りも終えまずは照陽の家利用者様の外出支援を兼ねて

出掛けました。実はこの家は照陽の家を以前ご利用されていた方のご自宅で昭和の懐かし

い和洋折衷の邸宅です。トミさんの家にお邪魔するのが初めての利用者様や職員もいまし

たのでみんなでお家散策をしました（笑）レンガ造りの暖炉や立派な茶室を見て「凄い

ねぇ。」と話が盛り上がりました。散策後はお抹茶を点て美味しく頂きながら昭和の話で盛り

上がりました。コロナもまた拡大傾向にありますがトミさんの家を地域の皆様と共に活用さ

せて頂きたいと思います。

9月も半ばを過ぎましたが日中は35度前後の気温が続きます。お身体の調子はいかがですか？お伺い申し上

げます。さて、９月４日に照陽の家では少し早い敬老会を開催致しました。今年は10月に100歳となられるご利

用者様K様の百寿のお祝いを兼ねて行い息子様も駆けつけて頂きご一緒にお祝いが出来ました。来賓として角

盤町自治会長の永井様にお越し頂き花束贈呈やお祝辞を頂きました。また、出し物として米子マジック同好会の

方によるマジックショーに皆さん終始、驚いたり笑ったり吹き出したりと様々な表情をされていましたがお楽しみ

頂いたようです。お昼は心づくしの祝い膳、おやつには菓子処清月さんの秋の和菓子とお抹茶を準備しました。

100年という年月を生き抜かれたK様に皆様大きな拍手を送られこれからの目標となったのではと思います。

敬老の日を迎えるにあたり利用者の皆様がお元気でそして明るいご気分でお過ごし下さいます様、照陽の家職

員一同心よりお祈り申し上げました。

照陽の家には訪問看護ステーション ハートケアがあります。

訪問看護とは看護師がご自宅を訪問し看護ケアを提供し療養生活を支援するサービスです。

☆思い出カフェコンサートin YORAIYA角盤

8月の座学では高齢者虐待防止研修を行ないました。今回の研修では「不適切ケアが顕在

化する虐待につながる可能性がある」という学びを得て、介護者中心、自分本位の介護に

なった時、不適切ケアにつながっていくということを改めて職員全員で考えました。不適

切ケアというのは介護職員の自覚の有無に関わらず、利用者に行われる正しくないケアの

事です。そのつもりはなくても結果的に虐待を行ってしまっていたということがないかど

うか、職員は常日頃、自分の言動の振り返りをすることが必要です。日常的な虐待の芽を

つむこと、そのためには職員同士がそれを指摘し合える、話し合える良い職場作りに努め

ること、また一番大切なことは、高齢者の方々に尊敬の気持ちを込めて接すること、これ

らを守り、ご利用者様が安心、安全な生活が長く維持できるように日々努めていきたいと

思います。 照陽の家研修指導主任 入江友紀


